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体験した展示の名前は？全部書き出そう。体験した展示の名前は？全部書き出そう。

体験した展示からどのようなことを知りましたか？体験した展示からどのようなことを知りましたか？

体験した展示からどのような未来を想像しましたか？体験した展示からどのような未来を想像しましたか？

44 あなたの疑問や調べたいことを書こう。あなたの疑問や調べたいことを書こう。あなたの疑問や調べたいことを書こう。
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展示を体験する前に…

出力推奨サイズ：A4

ワークのねらい

ワークシートの使い方ワークシートの使い方 ～先生方へ～～先生方へ～

本ワークシートに正解はありません。児童・生徒が展示を通し

て感じたことや考えたことを、自主的に記入できるようになって

います。以下の記入例は児童・生徒に例示はせずに、先生方のワー

クシート活用や事後学習の参考として、お役立てください。

対　　象：小学4年生以上（推奨）
班別／個人行動に関係なくお使いいただけます。

人数制限：なし
場　　所：常設展（3F・5F）
時　　間：約１時間　
　　　　（目安ですので、体験時間は各校の状況に合わせて設定してください）

※児童・生徒への指導はすべて学校側にて行っていただきます。
※当館のスタッフによる指導はございませんので、あらかじめご了承ください。
※見学中は様子を見守り、記入の進まない児童・生徒への指導を行ってください。
※展示場が混雑している場合は、観覧しやすい展示へ児童・生徒を誘導するなど
して、体験時間を確保してください。

※ 1 と 2 は見学中に記入することをお勧めします。3 と 4 は見学中・見学後
どらでもご記入いただけます。

ご用意いただくもの

・ワークシート

・クリップボード

・筆記用具

　展示名を記録
体験の道筋を記録し、振り返りができるようにしておき

ます。

　　体験の言語化
展示物やパネル説明などを通して得た情報を、自分の

言葉で表現することで、展示体験をより深め、理解促

進につなげます。

　思考の言語化・発信
❷で記入した「知ったこと」の「未来」について想像

することで、自分の身に起きる事として主体的に捉え、

未来を考える力を養います。科学技術によって良くなる

こと、問題になること、感じ方は体験者によってさま

ざまです。ポジティブな思考も、ネガティブな思考も、

言語化して表現し、意見を発信できるように促します。

　体験と思考を通して、興味を継続する
❶～❸の体験を消化し、そこから生まれた疑問や興味

を書くことで「調べる学習」につなげ、探求的な学習

態度を育みます。

ワークシートの目的を伝えてください
目的を伝えることで、興味・関心を喚起し、
見学の視点を与えます。

記入例

・100億人でサバイバル　・ハロー！ロボット
・ナナイロクエスト　・老いパーク
・プラネタリークライシス

②ロボットにできないことはある？

③今気づいていない危険な災害を知るには？

①セラピーロボットと実際の動物ではどれだけ動きが似ているのだろう。

⇨調べてみたい⇨調べてみたい

５５
桜小学校桜小学校

33 １３１３
未来 勘太郎未来 勘太郎

・自然災害はいつ起きてもおかしくない。

一人ひとりの防災意識を高めることが重要。

・パロはロボットセラピーのために開発されたロボット。
　触れた箇所によって反応がちがう。

・自然災害はいつ起きてもおかしくない。

一人ひとりの防災意識を高めることが重要。

・未来の老人介護施設や、病院ではセラピーロボットが
　配備される。動物アレルギーの有無にとらわれずに
　アニマルセラピーの効果が得られる。

・未来の地震対策が今よりも良くなる。


